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建診
時代未詳中生層（四万十層群2
熊大｡救育田村実
、ソ
西南日本外帯はフオワサ。マグナ以西の中
央篠造線以雨の地帯で露この地，帯は更に仏像
構造線により北の秩父粥と南の四万志帯に分
けられている。外職:の地衝構造の特徴は中央
榔造線及び仏畿線に平行した雑状椎造にある二
九州では、中央緋造線は臼杵から八代へと
のび、仏像練ば佐伯～頭地～大塚剛を結募位
10
瞳に存し、その西方では新しい噴出岩におお
われて位置が不明であるが、鹿児島県北部の
･阿久根付近で急に南へ折れまがっている。こ
の2つの.購避線は共に南へ衝上する大逆新暦
‘である。．．
秩父帯は主として古生代の二鉦石炭紀職よ
りな')、中生代の三丑、ジユラ、白塾紀臓.も
’ケから僻{噌を云々すること険出来たいが、
振石潅地付近の鮎;坂溝よh嗣先症によ;)セコ
イヤ及び広難縄の蕊片（謡んど、鹿謹凝rtirg
以縫のもの）が採り霊純ているので、この付
近の鰯万十稀騨の礁代は臼;蕊紀中瀬以鯵のも
のであろう。
叉、人吉二に:Iの田.上公1紬先生のLima(A-
ccsta)sp..の発見は人奮穂地周縁の鯛万歩十
曝群中に保存のよい化石礁班の存在を陪示す
るもので、蕊N地葡学界の為に誠に喜ばしい
ことである。
猫この跳総の地質について、一綴の方々が
入手しうる溌灘は存在したいが、私共のとこ
ろにあるので鯉希望の方は学校へこられれば
御瞭になれ為cとが出来馬と恩う。
談とまってい洗い。
しかし変成度が鰯いので、化石を礁出しそ
号愈湊禰がよく1膜嚇している。縫近富鱗嬢:遠
見山半端で謡本露氏は多敬の貝化石を発見し
時代未詳中生隠中に第三紀中頃の地職がある
ことを明らかにした。又、鹿児恥曝の開聞展
のすぐ北の露頭で鹿児島大・門田氏によh
Lima(Acesta)AmaxensisNagaoが発見さ
れた。
熊木雌内ではく従来この地滞から化石は全
く発見されていなかったが、本号に発表され
ている如く、岡原中学の原田先生により岡原
村通称ツルの谷の転石よhNaticidaeに属
す為と思われる巻貝（ついたがいに似た貝）
が見出された。化右は保存が不充分で、これ
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